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令和４年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

 

学校番号 8 3  学 校 名 
静岡県立浜松湖北高等学校 

佐久間分校 
記載者  佐藤 敦 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者

評価 
意見 

ア 

授業に真剣に取り組む

態度を育成するととも

に、「分かる・学力が付

く授業」を実践する。 

・「授業が分かる率」

95%以上 

・「学力が付いた率」

95%以上 

Ａ Ａ 

・少人数教育のメリットが成果

に出ているのではないか 

・生徒・保護者による学習に 

ついての評価は、他校と比べ

て非常に高いと感じる。 

・効率的な一人一台の端末使用  

による分かる授業での高い学

力目標達成率は評価に値す

る。 

丁寧で手厚い教育の成

果がより反映される体

制を構築する。 

・観点別評価に関する

職員研修２回以上 
Ａ Ａ 

・指導方法についての研修が目

標値以上に実施された努力は

評価に値する。 

図書室と進路指導との

連携を深め、情報収集

や探究のための閲覧・

読書を推進する。 

・教科や進路に関する

図書室利用年３回

以上 

・図書貸出数 100冊以

上 

Ｂ Ｂ 

・生徒・保護者ともに低評価が

多い項目となっている。何か

積極的な活用促進策が必要と

感じる。 

・無理せず図書に触れることが

重要なので、日常的に図書室

を活用する（図書室で授業す

るだけでもよい）仕組みを検

討してはどうか。 

 

イ 

授業や総合的な探究の

時間で生徒の発信力を

高める活動をする。 

・授業内での発表活動 

学期２回以上 

・総合的な探究の時間

での発表会 年２

回以上 

Ａ Ａ 

・外部講師による出前授業や生

徒による WEB資料の作成等非

常に生徒の発信力を向上させ

ていると思う。 
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ウ 

高い志の育成に努め、

生徒の進路希望の実現

を図る。 

・進路対策に満足して

いると答える生徒

80％ 

・就職内定率 100％ 

Ａ Ａ 

・きめ細かい進路対策が生徒・

保護者の満足につながってい

ると思う。 

・進路対策満足度、就職内定率

ともに目標をクリアしている

ことは評価に値する。 

・生徒は進路に対する知識や関

心の幅が限られている（あく

まで社会人に比べて）。今の満

足度の重要性は疑問。難しい

と思うが、卒業後の継続的な

調査や、数年後の定点調査が

できないか。 

・就職先もより多様化を目指し

てほしい。 

 

エ 

学校設定教科「地域」

を充実させ、地元大学

との連携や地域との関

わりを深める。 

・地元大学との連携 

活動 年３回以上 

・地域人材の活用  

年３回かつ 10人以 

上 

Ａ Ａ 

・上記「イ」の内容と同様非常

に積極的な取り組みを行って

いると思う。 

・地域人材等の活用および発表

会ともに素晴らしい成果を上

げたことは評価に値する。 ・

関わりを深めることはできて

いた。地域人材も授業の全体

像を理解しながら、目的意識

を共有して進められると、よ

りよい。 

オ 

節度ある生活態度の実

践を図り、行事・部活

動やボランティア活動

の充実を図る。 

・行事が有意義と答え

る生徒 80％ 

・行事・部活動やボラ

ンティア活動に積

極的な取り組みを

行った生徒の割合

85%以上 

Ａ Ａ 

・いずれも成果目標をクリアで

きたことは評価に値する。 

少人数教育のメリットが成果

に出ているのではないか 

・「ボランティアへの積極的な取

り組み」の項目について、Ｃ

評価が生徒８人、保護者は２

人の回答でこの差が少し気に

なる。 

カ 

個に応じた指導の在

り方を確立する。 

悩みや問題を抱えた生

徒、いじめ等への早期

対応を行う。 

・面接 学期 1 回以上

実施 

・いじめ等に関するア

ンケート 年４回

実施 

・ケース会議 学期１

回実施 

・カウンセラーとの面

談１人１回以上 

・多様性に係る授業・

講座年１回以上 

Ａ Ａ 

・個々の生徒へのきめ細かい対

応ができていると思う。 

個別指導において、しっかり

とした対応が窺える。 
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キ 

中高の行事交流等を

充実させ、中高の一体

感を高める。 

・同一教科の中学校教

員との意見交換年

６回以上。 

・事後アンケートによ

り、「よかった」と

答える中高生 90%以

上。 

Ｂ Ｂ 

・体育祭を拝見し、一体感を感

じた。 

・体育祭や授業交流等中高の一

体感が非常に高いと感じた。 

ク 

ＩＣＴ等を活用した授

業や会議等を行うこと

により、教育の質を維

持し、効率的な学校運

営を図る。 

・ＩＣＴを活用した授

業ができる教員の

割合 90％以上 

・遠隔授業の機器操作 

全教員いずれか年

２回以上 

・授業に工夫している

と答える生徒 70％ 

Ｂ Ｂ 

・今年度で抽出した改善点を次

年度に生かしていただきた

い。 

・この分野は今後ますます重要

となる可能性が高いのでさら

に充実させてほしい 

 

 

ケ 
安全安心な校内環境の

整備に努める。 

・２週間に１度の定期

的な点検 

・職員への聞き取り 

学期１回 

Ｂ Ｂ 

・「Ｂ」評価とされている具体的

な理由があれば伺いたい。 

・生徒の安全確保は大切なので、

今後もしっかり対応してほし

い。 

コ 

保護者・地域等との関

わりを深め、広報の充

実を図る。 

・ホームページ・イン

スタグラムの更新 

週２回以上 

・「佐高だより」の発

行・回覧 年３回 

・地域行事に関わった

生徒 70％ 

Ａ Ａ 

・地域との関わり、情報発信広

報は大切なので今後もさらに

充実を図ってほしい。 

・地域行事で生徒をよく見かけ、

地域の担い手になってくれて

いると感じている。 

・ホームページの内容や新聞等

での情報発信等効果的な広報

ができていると感じる。 

サ 

時間の活用を工夫す

る。 

業務負担の平均化を図

る。 

・定時退勤日(スーパ

ー定時退勤日含む)

を月１回計 12 回以

上設定し、90％以上

の教員が実施する。 

・スーパー定時退勤日

を学期に１回設定

し、100％実施する。 

・時間外勤務 年 360

時間以内６人以上

（R3 ４人） 

Ｂ Ｂ 

・退勤時間には表れない教員の

潜在的な負担や働きがいにつ

いても学校として継続的に取

り組んでほしい。 

・休暇の取得しやすさ等説明で

伺えたので、今後更に発展的

に継続していただきたい。 

 


